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私わ`とやま起業末来塾に応募した動機は 高 売である

酒の業界お`規制握i日のため大変厳しくなり 商 売の将来

の見通しも指いと感じ悩んでいたことです.

1地酒てオリジナルブラントの開発どをビジネスプラン

とし よ うやく昨年末に見成しました.

お酒の名前は清)ヨf市左街刺!.開 発には酒追メーカ
ーや聖生の方々 い るんな方に協力してもらい 特 にラ

ベルをデザインしてくれた一期生の f剃]Des gば 山田

利富子さんと印刷してくllた二期生の r中村印昴J工業株

式会社ど中1す国雅さんには 忙 しい中 時 間を作つてい

ただき大変感封しております。

とやま起業末来聖を修了してから2年裾うまするi 今

でも一期生はもちろん二 三 剤生の修了生の営さん 県 外

県内講師の方々とも交流しておりますれ

皆さんは 自 分を高めていきたいという志をお持ちの

方ばかりです.そ んな人たちに出会え 本 当にとやま起

章未宋聖に行つて良かつたと思つています。

私よ 地 域密着の富山型デイサービスの起業を志して

この末来きに参力日させていただきました。結景として起

業スケジュールに合わせて末来型を上手に活用すること

が出来て良かったです!

末来型ては 起 業に必要な資金 税 務 労 務等のスキ

ルをさまさまな高座で身につけることお`できました.ま た

それらの作業を通じて事業に対する想いを具体的な形に

することも出来ました.自 分の想いを軍確認し 頭 の中

を肇理するといった意味でもとても良い機会だつたと感

じています.

同じ志を持つ仲間が出会うことで 自 身のモチベーシ

ョンUPこ もつなかりますし そ の時の伸PB5や稿師の方々

とは今でも仲良くさせていただいています。このような

宗rjjな機会に百まれたことを感討しますⅢ

新世紀産業機構のインキユベーションマネージャー (企

業昨化施設入居者への巡回指導者)からとやま起業末来型

を“ヨ介されましたど仕事わ‖亡しく士曜国ことに受震すること

は蔵しかつたのですおi入 つてみると営さん高い志を持つた

方よかりで 自分の経営者としての自覚の足りなさを反省

させられました.県内タトの喜名な会社の社長や経営コンサ

ルタントなどの生の声を聴くことができたり活発に開め`れ

た交流会などで聖生同士わ`色々なアドllイスやサボートを

したりと 大変貴EBなお間を週こすことができました。周り

に信J業者の1中間がいない私にとって未来型での様々な出

会いは新鮮でありがたいものでした。

また 自分にもう少しお金に会裕があtlばお宮さまによろ

こばれるのになうと思つていたことが 新世紀産業機構の

助成金制度や専門家rF這などのお陰で実現することができ

ました。

このコースでは 民間 行政から買註生が集まっており

先生の「前のめりのブランづくり」指導のもとに いろいろ

な桐点からFu域の理想 問題 解決策を皆で考えることおiで

きました。県内外のアドバイザー等のお話も束J激的で コラ

ボレーションによる地域づくりの可能性わiみえ 感討!してい

ます.

未来聖修了の]0日後にNPO法 人を設立し 現在 ブラン

のステッブ]である「自転草de地域デザインn高同Jこ様々

な人や組織の協働で取り組んでいます。これからも 未来

肇のネットワークのように地域で多様な人が出会う場をつ

くり協働のまちづくりを進めていきたいと思います。

詳しくお知りになりたい方は ホ ームベージヘ !

使 業本来塾Jて 検索してくたさい
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山下 久 美子
私よ東京で 「ビオートーブ 生態系」保全に関する仕事

をしていました。そこで得た環境の知識や専門家とのネッ

トワークをおかして 目山県の量かな自然環境を守り)言か

すことで活性化する地域づくりをめさしたいと考え Uター

ンしました。そして NPO法 人訳立を仲間と慎索してしヽた

ころ とやま起業本来垂「地域づくリリーター衰成コースJ

に出会しヽました,


